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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

営業収益
（千円）

890,991

　（うち受取手数料） (638,770)

経常損失（△） （千円） △170,812

親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）
（千円） △236,847

四半期包括利益 （千円） △206,953

純資産額 （千円） 2,589,303

総資産額 （千円） 6,707,019

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △35.75

潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額
（円） -

自己資本比率 （％） 38.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 29,749

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △23,121

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △26,444

現金及び現金同等物の四半期末

残高
（千円） 986,854

 

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり

四半期純損失金額（△）
（円） △32.27

（注）１．当社は当第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結累計期
間、前連結会計年度及び前第２四半期連結会計期間の経営指標等については、記載は行っておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

３．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の各セグメントに係わる主要な

事業内容の変更と関係会社の異動は、次のとおりであります。

＜投資サービス事業＞

主な事業内容に異動はありません。

＜生活・環境事業＞

当社は、平成29年７月にエイチ・エスライフ少額短期保険株式会社の株式を取得し、同社を連結子会社といた

しました。これに伴い、関係会社は子会社が１社増加いたしました。また、当社は、平成29年７月に当社が行う

映像コンテンツ配信事業に伴う保有資産のすべてを運営委託先（株式会社ニューシーズン）に譲渡し、映像コン

テンツ配信業務を廃止しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は以下のとおりであります。

 

（エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社の株式取得(子会社化)）

　当社は、平成29年６月29日開催の取締役会において、少額短期保険業者であるエイチ・エスライフ少額短期保険

株式会社の株式譲渡契約の締結について決議し、エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社の株式保有者と株式譲

渡契約を締結（平成29年６月30日締結 ７件、平成29年７月６日締結 ２件）し、平成29年７月６日付で株式を取得

いたしました。この株式取得により、エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社は当社の連結子会社となります。

１．株式取得の目的

エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社を子会社化することで、保険事業の裾野を広げ保険事業全体の安

定的な成長を目的としております。少額短期保険会社は独自のアイデアで販売基盤を発掘し柔軟な商品開発を

行うことができるため、当社既存顧客向けの専用新商品の開発などを通じ、代理店事業とのシナジー効果が見

込めます。

２．株式取得の相手先の名称

エイチ・エス損害保険株式会社

澤田ホールディングス株式会社

Chubb損害保険株式会社

ワールド・キャピタル株式会社

株式会社エイチ・アイ・エス

株式会社シー・アンド・アール

株式会社アール・シップ

株式会社みどり財産コンサルタンツ

ほか個人１名

３．取得する会社の名称、事業内容、規模

（1）名称 エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社

（2）事業内容 少額短期保険業

（3）規模 資本金 310,500千円

４．株式取得の時期

平成29年７月６日

５．取得した株式数、取得価額及び取得後の持分比率

（1）取得した株式数 6,760株

（2）取得価額 10,140千円

（3）取得後の持株比率 99.12%

 

（映像コンテンツ配信事業の事業廃止）

当社は、平成29年７月25日開催の取締役会において、当社が行う映像コンテンツ配信事業（以下、「ＶＯＤ事

業」という。）に伴う保有資産のすべてを運営委託先に譲渡し、ＶＯＤ事業を廃止することを決議いたしました。

１．譲渡の目的

当社は平成24年より業務委託の方法でＶＯＤ事業を行ってまいりましたが、現状で契約が残っているホテル

の採算を個別に再評価した結果、赤字ホテルが大半であることが判明いたしました。今後も業務改善や新規開

拓は望めず、売上増加はほとんど見込まれないため、保有資産のすべてを運営委託先に譲渡し、ＶＯＤ事業を

廃止することといたしました。

２．譲渡する相手会社の名称、事業の内容、規模

（1）名称 株式会社ニューシーズン

（2）事業内容 映像コンテンツ配信業

（3）規模 平成29年３月期 売上高 37,872千円

３．譲渡する資産・負債の額

（1）有形固定資産（器具及び備品） 173千円

（2）無形固定資産（営業権） 56,190千円
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４．譲渡の時期、譲渡金額

（1）譲渡の時期 平成29年７月28日

（2）譲渡金額 8,000千円

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、景気は緩やかな回復基調が

続いています。一方で、海外においては、中国を始めとする新興国の経済の不確実性や、米国新政権の政策動向

及び朝鮮半島情勢の問題などにより、世界経済の先行きは依然として不透明な状況が継続しております。

為替市場は、米国の金融政策正常化が強く意識された６月下旬から７月上旬にかけて円安ドル高傾向が強ま

り、８月から９月上旬にかけて、米トランプ政権の内部の混乱、北朝鮮リスクへの警戒などでリスク回避的な円

高圧力が高まり、一時110円割れの円高となりましたが、その後は早期の解散総選挙への好感や、米国での年内利

上げ観測の再浮上などから112円台まで円安ドル高に向かいました。

証券市場は、日経平均株価が７月に20,000円台を固める動きを続けましたが、８月は円高が進行し、それが嫌

気されて19,000円台前半まで下落しました。９月に入ると堅調な米国経済指標を好感した米株高や解散・総選挙

でアベノミクスが一段と加速するとの期待感から年初来高値を更新し、２年１ヶ月ぶりに20,300円台まで回復し

ました。

商品先物市場は、８月以降、貴金属市場全般に北朝鮮の弾道ミサイル発射による地政学的リスクの高まりから

価格が上昇し、特に金は安全資産として注目され９月19日に約２年３ヶ月ぶりとなる高値（4,721円）を付けるな

ど取引が活発に行われましたが、４月～７月までの国内商品取引所の総出来高が804万枚（前年同期比16.2％減）

となったことから、国内商品取引所の総出来高は1,255万枚（前年同四半期比6.0％減）、主な市場別出来高は貴

金属市場が794万枚（同6.5％減）、石油市場が321万枚（同0.6％増）、農産物・砂糖市場が37万枚（同36.7％

減）となりました。

このような環境の中、当社グループは投資関連サービス事業と生活環境関連事業の二本柱の体制で多様な質の

高いサービスの提供を行い、顧客拡大を志向して中長期的に安定した収益基盤を目指しておりますが、当第２四

半期連結累計期間は、株式会社東京金融取引所の取引所為替証拠金取引（くりっく365）、取引所株価指数証拠金

取引（くりっく株365）の事業拡大に注力し、新規顧客導入の強化を図って参りました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益890百万円、営業総利益618百万円、営業費用810

百万円、営業損失191百万円、経常損失170百万円となりました。

なお、負ののれん発生益16百万円等の特別利益17百万円があったものの、映像コンテンツ配信事業の譲渡に係

る固定資産売却損48百万円、金融商品取引システム移行に伴う電算機費29百万円等の特別損失80百万円があり、

親会社株主に帰属する四半期純損失は236百万円となりました。

（注）当社は、平成30年３月期第１四半期連結累計期間まで非連結業績を開示しておりましたが、平成29年７月６
日にエイチ・エスライフ少額短期保険株式会社を子会社化し、当第２四半期連結会計期間より同社を連結子
会社とする連結決算へ移行いたしました。このため、前年同四半期との比較は行っておりません。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 投資サービス事業

当第２四半期連結累計期間の投資サービス事業の営業収益及び営業総利益は500百万円（前年同四半期比21.4％

減）、営業費用は677百万円（同3.3％増）、セグメント損失は177百万円（前年同四半期はセグメント損失19百万

円）となりました。

＜商品先物取引受託業務＞

商品先物取引受託業務の受取手数料は422百万円（前年同四半期比29.7％減）となりました。

主な市場別の受取手数料は、貴金属市場が376百万円（前年同四半期比31.9％減）、石油市場23百万円（同6.5％

増）、農産物・砂糖市場が13百万円（同29.6％減）となっております。

＜金融商品取引受託業務＞

金融商品取引業務の受取手数料は144百万円（前年同四半期比212.2％増）となりました。

取引所為替証拠金取引（くりっく365）が４百万円（前年同四半期比29.8％減）、取引所株価指数証拠金取引

（くりっく株365）が140百万円（同254.6％増）となっております。

＜商品先物取引自己売買業務＞

商品先物取引自己売買業務の売買損益は67百万円の損失（前年同四半期は11百万円の損失）となりました。

＜金融商品取引自己売買業務＞
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取引所為替証拠金取引（くりっく365）及び取引所株価指数証拠金取引（くりっく株365）の自己売買業務は実績

がありませんでした。（前年同四半期は７万円の売買益）

 

イ．当第２四半期連結累計期間における投資サービス事業の営業収益の内訳は次のとおりであります。

なお、前年同四半期比は平成29年３月期第２四半期累計期間との比較を記載しております。

 

（イ）受取手数料

区分 金額（千円） 前年同四半期比（％）

商品先物取引   

 農産物・砂糖市場 13,892 70.4

 貴金属市場 376,031 68.1

 ゴム市場 9,096 124.7

 石油市場 23,509 106.5

 商品先物取引計 422,529 70.3

金融商品取引   

 取引所為替証拠金取引 4,857 70.2

 取引所株価指数証拠金取引 140,004 354.6

 金融商品取引計 144,861 312.2

金融商品取引の委託の媒介等 － －

合計 567,391 87.6

 

（ロ）売買損益

区分 金額（千円） 前年同四半期比（％）

商品先物取引   

 農産物・砂糖市場 3,506 143.0

 貴金属市場 4,703 20.6

 ゴム市場 5,671 162.1

 石油市場 △81,135 －

 商品先物取引計 △67,254 －

商品売買損益 － －

金融商品取引トレーディング損益 － －

合計 △67,254 －

 

（ハ）その他

区分 金額（千円） 前年同四半期比（％）

情報提供報酬等 56 81.0

 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．東京商品取引所の中京石油市場における受取手数料及び売買損益は石油市場に含めて記載しております。
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ロ．当第２四半期連結累計期間における商品先物取引及び金融商品取引の売買高の状況は次のとおりであります。

なお、前年同四半期比は平成29年３月期第２四半期累計期間との比較を記載しております。
 

売買高の状況

市場名 委託（枚）
前年同
四半期比
（％）

自己（枚）
前年同
四半期比
（％）

合計（枚）
前年同
四半期比
（％）

商品先物取引       

 

農産物・砂糖市場 8,227 85.9 868 76.3 9,095 84.9

貴金属市場 126,290 73.1 10,740 189.0 137,030 76.8

ゴム市場 7,579 92.9 60 27.3 7,639 91.1

石油市場 16,813 113.6 1,560 60.2 18,373 105.6

商品先物取引計 158,909 77.4 13,228 137.3 172,137 80.1

金融商品取引       

 

取引所為替証拠金取引 10,647 81.2 0 － 10,647 81.2

取引所株価指数証拠金取引 38,639 360.1 0 0.0 38,639 358.7

金融商品取引計 49,286 206.7 0 0.0 49,286 206.4

（注）商品先物取引における取引の最低単位を枚と呼び、例えば白金（標準取引）１枚は500ｇ、金（標準取引）

１枚は1kgというように１枚当たりの数量は商品ごとに異なります。

 

ハ．商品先物取引及び金融商品取引に関する売買高のうち、当第２四半期連結会計期間末において反対売買等により

決済されていない建玉の状況は次のとおりであります。

なお、前年同四半期比は平成29年３月期第２四半期累計期間との比較を記載しております。

 

未決済建玉の状況

市場名 委託（枚）
前年同
四半期比
（％）

自己（枚）
前年同
四半期比
（％）

合計（枚）
前年同
四半期比
（％）

商品先物取引       

 

農産物・砂糖市場 828 66.5 0 0.0 828 62.7

貴金属市場 15,539 115.9 0 － 15,539 115.9

ゴム市場 306 86.2 0 － 306 86.2

石油市場 470 86.1 200 49.5 670 70.5

商品先物取引計 17,143 110.2 200 41.8 17,343 108.2

金融商品取引       

 

取引所為替証拠金取引 2,616 264.2 0 － 2,616 264.2

取引所株価指数証拠金取引 9,817 613.2 0 0.0 9,817 609.4

金融商品取引計 12,433 479.9 0 0.0 12,433 478.0

（注）商品先物取引における取引の最低単位を枚と呼び、例えば白金（標準取引）１枚は500ｇ、金（標準取引）

１枚は1kgというように１枚当たりの数量は商品ごとに異なります。
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② 生活・環境事業

当第２四半期連結累計期間の生活・環境事業の営業収益は390百万円（前年同四半期比6.8％減）、営業総利益は

118百万円（同0.7％増）、営業費用は132百万円（同10.4％増）、セグメント損失は13百万円（前年同四半期はセ

グメント損失２百万円）となりました。

＜保険募集業務＞

保険募集業務の受取手数料は71百万円（前年同四半期比1.0％減）となりました。

＜不動産賃貸及び不動産販売＞

不動産賃貸料収入は21百万円（前年同四半期比10.7％減）、不動産販売の売上高は281百万円（同3.2％減）とな

りました。

＜その他＞

太陽光発電機・ＬＥＤ照明等の売上高は６百万円（前年同四半期比46.9％減）、映像コンテンツ配信の売上高は

９百万円（同50.0％減）となりました。

 

 イ．当第２四半期連結累計期間における、生活・環境事業の営業収益の内訳は次のとおりであります。

なお、前年同四半期比は平成29年３月期第２四半期累計期間との比較を記載しております。

 (イ）受取手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

期別
 
 
 
科目

前第２四半期
累計期間

（自平成28年４月１日
至平成28年９月30日）

当第２四半期
連結累計期間

（自平成29年４月１日
至平成29年９月30日）

増減
（△印減）

金額 金額 金額

生命保険・損害保険の募集 72,121 71,378 △742

 

（ロ）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

期別
 
 
 
科目

前第２四半期
累計期間

（自平成28年４月１日
至平成28年９月30日）

当第２四半期
連結累計期間

（自平成29年４月１日
至平成29年９月30日）

増減
（△印減）

金額 金額 金額

不動産販売 290,520 281,089 △9,430

映像コンテンツ配信 18,936 9,468 △9,468

太陽光発電機・ＬＥＤ照明等 11,640 6,179 △5,460

合計 321,097 296,737 △24,359

 

（ハ）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

期別
 
 
 
科目

前第２四半期
累計期間

（自平成28年４月１日
至平成28年９月30日）

当第２四半期
連結累計期間

（自平成29年４月１日
至平成29年９月30日）

増減
（△印減）

金額 金額 金額

不動産賃貸料収入 23,640 21,108 △2,531

その他 2,537 1,572 △965

合計 26,177 22,681 △3,496
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、受入保証金の増加544百

万円、預り証拠金の減少269百万円、差入保証金の増加149百万円、たな卸資産の減少142百万円などにより、前事

業年度末に比べ19百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には986百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動の結果、得られた資金は29百万円となりました。

これは主に受入保証金の増加544百万円によるものですが、預り証拠金の減少269百万円、委託者先物取引差金

（借方）の減少84百万円、差入保証金の増加149百万円等によりその一部が相殺されております。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動の結果、使用した資金は23百万円となりました。

これは主に投資有価証券の取得による支出79百万円、有価証券の取得による支出60百万円によるものですが、投

資有価証券の売却による収入90百万円、有価証券の償還による収入30百万円等によりその一部が相殺されておりま

す。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動の結果、使用した資金は26百万円となりました。

これは主に配当金の支払26百万円によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
 

（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,860,000 6,860,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 6,860,000 6,860,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

 

― 6,860 ― 1,200,000 ― 312,840
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱小林洋行 東京都中央区日本橋蛎殻町1-15-7 3,553,200 51.79

共和証券㈱ 東京都中央区日本橋兜町8-3 300,000 4.37

石崎　實 東京都東村山市 266,400 3.88

㈱東京洋行 東京都中央区佃2-1-1-5106 223,600 3.25

特定有価証券信託受託者
㈱ＳＭＢＣ信託銀行

東京都港区西新橋1-3-1 201,000 2.93

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 156,100 2.27

奥田　啓二 千葉県松戸市 141,200 2.05

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町2-2-1 140,000 2.04

東洋証券㈱ 東京都中央区八丁堀4-7-1 90,500 1.31

細金　英光 東京都中野区 90,300 1.31

計 － 5,162,300 75.25

（注）上記のほか、自己株式が235,390株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   235,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,624,300 66,243 －

単元未満株式 普通株式       400 － －

発行済株式総数 6,860,000 － －

総株主の議決権 　－ 66,243 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社フジトミ
東京都中央区日本橋
蛎殻町一丁目15番５号

235,300 ― 235,300 3.43

計 － 235,300 ― 235,300 3.43

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づき、「商品先物取引業統一経理基準」（平成５年３月３日付、旧社団法人日本商品取引員協会理事

会決定）及び「商品先物取引業における金融商品取引法に基づく開示の内容について」（平成５年７月14日付、旧社

団法人日本商品取引員協会理事会決定）に準拠して作成しております。

　なお、当社は当第２四半期連結累計期間に新たに連結子会社を取得したことに伴い、当第２四半期連結会計期間よ

り四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,147,724

委託者未収金 58,836

売掛金 6,046

有価証券 30,000

商品 6,706

原材料及び貯蔵品 629

販売用不動産 74,547

仕掛販売用不動産 64,754

保管有価証券 335,416

差入保証金 2,701,212

委託者先物取引差金 637,966

預託金 35,000

その他 107,690

貸倒引当金 △2,024

流動資産合計 5,204,507

固定資産  

有形固定資産 537,800

無形固定資産 104,564

投資その他の資産  

投資有価証券 364,976

関係会社株式 35,363

破産更生債権等 141,788

長期差入保証金 379,310

その他 82,117

貸倒引当金 △143,409

投資その他の資産合計 860,147

固定資産合計 1,502,512

資産合計 6,707,019
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 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部  

流動負債  

買掛金 265

未払金 116,759

保険契約準備金 8,095

未払法人税等 6,043

預り証拠金 2,271,069

預り証拠金代用有価証券 335,416

受入保証金 1,039,918

その他 85,084

流動負債合計 3,862,653

固定負債  

退職給付に係る負債 172,985

その他 51,205

固定負債合計 224,191

特別法上の準備金  

商品取引責任準備金 30,825

金融商品取引責任準備金 45

特別法上の準備金合計 30,870

負債合計 4,117,716

純資産の部  

株主資本  

資本金 1,200,000

資本剰余金 312,840

利益剰余金 1,182,600

自己株式 △39,556

株主資本合計 2,655,884

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 △66,821

その他の包括利益累計額合計 △66,821

非支配株主持分 240

純資産合計 2,589,303

負債純資産合計 6,707,019
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業収益  

受取手数料 638,770

売買損益 △67,254

売上高 296,737

賃貸料収入 21,108

その他 1,628

営業収益合計 890,991

売上原価 272,113

営業総利益 618,877

営業費用  

取引所関係費 24,223

人件費 ※１ 537,486

減価償却費 13,093

その他 235,538

営業費用合計 810,341

営業損失（△） △191,464

営業外収益  

受取利息 2,653

受取配当金 3,065

受取地代家賃 585

貸倒引当金戻入額 8,091

持分法による投資利益 3,324

その他 3,333

営業外収益合計 21,052

営業外費用  

賃貸料原価 400

営業外費用合計 400

経常損失（△） △170,812

特別利益  

負ののれん発生益 16,989

投資有価証券売却益 319

特別利益合計 17,308

特別損失  

固定資産売却損 ※２ 48,363

固定資産除却損 110

投資有価証券売却損 2,399

電算機費 ※３ 29,520

特別損失合計 80,394

税金等調整前四半期純損失（△） △233,898

法人税、住民税及び事業税 2,949

法人税等調整額 -

法人税等合計 2,949

四半期純損失（△） △236,847

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △236,847
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △236,847

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 29,894

その他の包括利益合計 29,894

四半期包括利益 △206,953

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △206,953

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △233,898

減価償却費 21,110

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,091

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,591

受取利息及び受取配当金 △5,718

投資有価証券売却損益（△は益） 2,080

負ののれん発生益 △16,989

持分法による投資損益（△は益） △3,333

固定資産除売却損益（△は益） 48,474

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増

加）
△84,285

預り証拠金の増減額（△は減少） △269,152

受入保証金の増減額（△は減少） 544,877

差入保証金の増減額（△は増加） △149,412

たな卸資産の増減額（△は増加） 142,935

未払金の増減額（△は減少） △12,389

その他 14,198

小計 5,997

利息及び配当金の受取額 6,924

法人税等の支払額 △1,015

法人税等の還付額 17,843

営業活動によるキャッシュ・フロー 29,749

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000

有価証券の取得による支出 △60,000

有価証券の償還による収入 30,000

有形固定資産の取得による支出 △2,758

無形固定資産の取得による支出 △11,534

無形固定資産の売却による収入 4,000

投資有価証券の取得による支出 △79,692

投資有価証券の売却による収入 90,360

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
7,942

その他 △1,439

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,121

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △18

配当金の支払額 △26,425

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,444

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,816

現金及び現金同等物の期首残高 1,006,670

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 986,854
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当社は、当第２四半期連結会計期間において、新たに取得したエイチ・エスライフ少額短期保険株式会社を連

結の範囲に含め、四半期連結財務諸表を作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間の末日をみなし取得日としているため、同社の四半期貸借対照表のみを連結

し、四半期損益計算書は連結しておりません。

当該連結の範囲の変更は、当第２四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与

える見込みであります。当該影響の概要は、連結貸借対照表の資産合計及び負債合計の増加、連結損益計算書の

特別利益（負ののれん発生益）及び親会社株主に帰属する当期純利益の増加等であります。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

当座貸越極度額 130,000千円

借入実行残高 －

差引額 130,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　人件費に含まれている主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

従業員給与 414,439千円

退職給付費用 19,711

 

※２　特別損失に計上されている固定資産売却損

　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　映像コンテンツ配信事業の廃止に伴う固定資産売却損（器具及び備品173千円、営業権48,190千円）であ

ります。

 

※３　特別損失に計上されている電算機費

　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　株価指数証拠金取引及び為替証拠金取引基幹システムの変更に伴うデータ移行費用であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金 1,147,724千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △130,000

商品取引責任準備預金 △30,825

金融商品取引責任準備預金 △45

現金及び現金同等物 986,854
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 26,498 4 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注） 投資サービス事業 生活・環境事業 計

営業収益      

外部顧客への営業収

益
500,193 390,797 890,991 － 890,991

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 500,193 390,797 890,991 － 890,991

セグメント損失（△） △177,548 △13,916 △191,464 － △191,464

（注）セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「生活・環境事業」セグメントにおいて、エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社の株式を取得し、連

結子会社としたことにより、負ののれん発生益16,989千円を計上しております。

 

（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称   エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社

事業の内容         少額短期保険業

（2）企業結合を行った主な理由

少額短期保険会社は独自のアイデアで販売基盤を発掘し柔軟な商品開発を行うことができるため、当社既

存顧客向けの専用新商品の開発などを通じ、代理店事業とのシナジー効果が見込めるためであります。

（3）企業結合日

平成29年７月６日

平成29年９月30日（みなし取得日）

（4）企業結合の法的形式

株式取得

（5）結合後企業の名称

結合後の企業の名称に変更はありません。

（6）取得した議決権比率

99.12％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

エイチ・エスライフ少額短期保険株式会社を子会社化することで、保険事業の裾野を広げ保険事業全体の安

定的な成長を図るためであります。
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２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

貸借対照表のみを連結しているため、当第２四半期連結損益計算書に被取得企業の業績は含まれておりません。
 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　現金及び預金 10,140千円

取得原価 10,140
 

４．負ののれん発生益の金額及び発生原因

（1）負ののれん発生益の金額

16,989千円

（2）発生原因

被取得企業の資産及び負債を企業結合日の時価で算定した金額が、取得原価を上回ることにより発生したも

のであります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △35円75銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（千

円）
△236,847

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）

（千円）

△236,847

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,624

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月13日

株式会社フジトミ

取締役会　御中

 

明治アーク監査法人
 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　幸宏　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 木村　ゆりか　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジト

ミの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジトミ及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社フジトミ(E03728)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

